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６
月
15
日
、
松
山
市
の
ニ
ン

ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｊ
リ
ー

グ
２
部
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
と
水
戸

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
試
合
が
あ

り
、
鬼
北
町
か
ら
小
中
高
生
ら

約
１
０
０
人
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
選
手
に
声
援
を
送
り
ま
し

た
。
試
合
は
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
が
２

対
０
で
快
勝
。
こ
れ
で
鬼
北
町

が
応
援
し
た
試
合
は
３
年
連
続

負
け
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
28
年
目
を
迎
え
た
安

森
洞
そ
う
め
ん
流
し
の
オ
ー
プ

ン
式
が
６
月
28
日
、
安
森
ロ
マ

ン
亭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
に
あ
た
り
葛
川
熊
夫
安
森

鍾
乳
洞
保
存
会
長
が
挨
拶
し
、

関
係
者
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
。
初
日
は
、
高
知
県
四
万
十

市
な
ど
町
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
、
そ
う
め
ん
に
舌
鼓
を

う
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
、
鬼
北
総
合
公
園

で
消
防
操
法
大
会
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
、
宇
和
島
管
内
の
消

防
団
の
う
ち
11
チ
ー
ム
（
ポ
ン

プ
車
４
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

７
チ
ー
ム
）が
参
加
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
日
吉
方
面
隊
第
６
分
団
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
広
見
方
面
隊

第
１
分
団
第
２
部
、
第
３
分
団

第
１
部
が
出
場
。
ポ
ン
プ
車
の

部
で
第
６
分
団
が
優
勝
を
飾

枝
／
２
位　

松
瀬
純
子
・
城
山

由
美
▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

部
優
勝　

加
賀
山
佐
智
子
・
長

山
郁
子
／
２
位　

加
形
静
・
門

田
ひ
と
み

【
混
合
】
▼
一
部
優
勝　

花
岡

敏
美
・
古
賀
阿
沙
巳
／
２
位　

沖
田
健
治
・
武
田
聡
美
▼
二
部

優
勝　

杉
本
聡
・
飯
田
敦
子
／

２
位　

石
橋
清
治
・
上
原
富
貴

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
優

勝　

竹
田
洋
二
・
二
宮
佐
知
恵

／
２
位　

中
越
智
亮
・
土
居
原

智
恵

り
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
も
第

１
分
団
第
２
部
、
第
３
分
団
第

１
部
と
も
素
晴
ら
し
い
操
法
を

披
露
し
ま
し
た
。　

　

特
に
、
今
大
会
に
向
け
て
昨

年
10
月
か
ら
練
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
第
６
分
団
（
選
手=

奥

藤
幸
利
、
馬
木
雄
司
、
薬
師
寺

司
、
中
川
博
之
、
山
本
雄
大
、

和
中
哲
）
は
、
正
確
か
つ
迅
速

な
動
作
、
消
火
ま
で
の
ス
ピ
ー

ド
な
ど
す
べ
て
で
他
の
チ
ー
ム

を
圧
倒
し
て
優
勝
。
７
月
27
日

に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大

会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

涼
味
を
求
め
来
場
者
で
賑
わ
う

◎
安
森
洞
そ
う
め
ん
流
し
オ
ー
プ
ン

　

第
６
分
団
（
日
吉
）
が
県
大
会
出
場
決
め
る

◎
第
26
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会
地
区
大
会

　

小
中
高
生
が
愛
媛
Ｆ
Ｃ
を
応
援

◎
愛
媛
Ｆ
Ｃ
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン

　

愛
好
者
81
人
熱
戦
を
展
開

◎
第
４
回
鬼
北
町
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

TOWN NEWS

　

６
月
８
日
、
鬼
北
町
長
杯
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
鬼
北
総
合

公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
町

内
、
宇
和
島
市
や
高
知
県
梼
原

町
な
ど
か
ら
81
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
選
手
ら
が

軽
快
な
動
き
で
得
点
を
決
め
て

い
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
男
子
】
▼
一
部
優
勝　

山
下

博
之
・
谷
慎
一
／
２
位　

花
岡

敏
美
・
菊
池
一
夫
▼
二
部
優
勝

　

芝
潤
・
松
浦
雅
人
／
２
位　

住
田
豊
和
・
伊
藤
冬
樹
▼
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
優
勝　

中

越
智
亮
・
西
村
宗
格
／
２
位　

古
谷
忠
志
・
谷
岡
一
仁　

【
女
子
】
▼
一
部
優
勝　

古
賀

阿
沙
巳
・
山
下
美
晴
／
２
位　

武
田
聡
美
・
山
内
美
登
恵
▼
二

部
優
勝　

上
原
富
貴
・
児
玉
幸
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５
月
８
日
に
開
幕
し
た
鬼
北

町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
第
１
節
の
全
日
程
が
終
了

し
、山
本
建
設（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）、

鬼
北
ド
リ
ー
ム
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
）、
三
島
ウ
イ
ン
グ
ス
（
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
）
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー

グ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
節
は
上
位
２
チ
ー
ム
と

下
位
２
チ
ー
ム
を
入
れ
替
え
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
戦
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

山
本
建
設
が
４
連
覇
に
向
け
好
発
進

◎
第
４
回
鬼
北
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
第
１
節
）

　

鬼
北
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛
好

会
（
青
木
武
司
会
長
）
主
催
の

せ
せ
ら
ぎ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

が
６
月
28
日
、
日
吉
住
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
高
知
県
や
県
内
の
ダ
ン
ス

愛
好
者
約
80
人
が
参
加
。
主

催
者
を
代
表
し
て
青
木
会
長

が
「
社
交
ダ
ン
ス
の
基
本
で
あ

る
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に

し
て
、
今
後
も
こ
の
会
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
曲
調
に
合
わ
せ

て
ワ
ル
ツ
、ル
ン
バ
、チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス

を
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で
踊
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
ら
と
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

音
楽
に
あ
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ
軽
や
か
に

◎
せ
せ
ら
ぎ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

中
田
廉
さ
ん
（
広
見
）
大
会
新
で
優
勝

◎
第
３
回
宇
和
島
市
・
北
宇
和
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

⑦
葛
本
大
記
（
日
吉
）

【
陸
上
】
▼
男
子
２
年
百
㍍
⑤

二
宮
稜
（
広
見
）
12
秒
98
⑥
藤

田
亮
（
広
見
）
13
秒
00
▼
男
子

共
通
四
百
㍍
⑤
宮
﨑
光
流
（
広

見
）
59
秒
23
▼
男
子
共
通
八
百

㍍
④
平
野
貴
史
（
広
見
）
２
分

17
秒
54
▼
男
子
四
百
㍍
リ
レ
ー

②
広
見
中
学
校（
岡
本
慎
太
郎
、

平
野
貴
史
、
中
田
翔
、
河
添
雅

彦
）
48
秒
20
▼
女
子
四
百
㍍
リ

レ
ー
⑤
広
見
中
学
校
（
松
浦
和

希
、
二
宮
瀬
莉
菜
、
猪
口
親
美
、

古
谷
悦
子
）
57
秒
84
▼
女
子
砲

丸
投
げ
③
猪
口
親
美
（
広
見
）

８
ｍ
94

【
水
泳
】
▼
男
子
五
十
㍍
自
由

形
①
中
田
廉
（
広
見
）
27
秒
０

=

大
会
新
▼
男
子
百
㍍
自
由
形

①
中
田
廉
（
広
見
）
59
秒
７
▼

男
子
背
泳
ぎ
百
㍍
②
長
山
温

尚
（
広
見
）
１
分
15
秒
０
▼
男

子
二
百
㍍
背
泳
ぎ
②
長
山
温

尚
（
広
見
）
２
分
40
秒
９
▼
女

子
五
十
㍍
自
由
形
②
清
家
千
明

（
広
見
）
33
秒
１
▼
女
子
百
㍍

平
泳
ぎ
③
細
川
香
澄
（
広
見
）

１
分
30
秒
７

順
位 チーム名 勝敗 没収

試合
コールド
勝 負

1 山本建設 ７勝 0 6 0
2 西部ソフトクラブ ６勝１敗 0 6 1
3 モンゴリアンチョップ ３勝４敗 0 2 3
4 Ｆ１ ３勝４敗 0 0 2
5 出目クラブ ３勝４敗 1 1 1
6 獅子連合 ３勝４敗 2 1 2
7 本町苦楽部 ２勝５敗 0 0 2
8 よしふじ １勝６敗 0 0 3
＊本町苦楽部・よしふじは次節Ｂブロック

◎Ａブロック

◎Ｂブロック
順
位 チーム名 勝敗 没収

試合
コールド
勝 負

1 鬼北ドリーム ６勝 0 5 0
2 ビックス ４勝２敗 1 2 0
3 風林火山 ３勝３敗 0 3 2
4 フレンズかまつか ３勝３敗 0 1 3
5 サムライ ２勝４敗 0 2 2
6 生田オールド ２勝４敗 0 1 2
7 西部ナイトクラブ １勝５敗 0 0 4
＊鬼北ドリーム・ビックスは次節Ａブロック
　生田オールド・西部ナイトクラブは次節Ｃブロック

◎Ｃブロック
順
位 チーム名 勝敗 没収

試合
コールド
勝 負

1 三島ウイングス ５勝１敗 0 3 0
2 広見友愛 ５勝１敗 0 2 0
3 Ｆ１．Ｚ ３勝３敗 0 2 2
4 ファイターズ ３勝３敗 1 1 0
5 龍王クラブ ３勝３敗 0 2 1
6 鬼北実年 ２勝４敗 0 1 1
7 三島どんこ ７敗 4 0 3
＊三島ウイングス・広見友愛は次節Ｂブロック

　

中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
陸

上
・
水
泳
・
相
撲
の
部
が
６
月

18
日
、
宇
和
島
市
丸
山
公
園
ほ

か
２
会
場
で
行
わ
れ
、
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
主

な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
相
撲
】
▼
団
体
②
広
見
中
学

校
（
亀
井
晃
一
、
有
馬
智
志
、

節
安
祐
哉
、
湯
上
良
太
）
③
日

吉
中
学
校
（
入
田
弘
樹
、
葛
本

大
記
、
河
野
純
平
、
節
安
拓
海
）

▼
個
人
⑥
節
安
祐
哉
（
広
見
）



42008.8

　注１： 上記の税率により算定した額の合計額が本年度納付
　　　　いただく国民健康保険税となります。
　注２： 40歳未満の方については、介護分は賦課されません。

町政
　ＮＥＷＳ

お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

　
　
　

 

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

　
　

③ 

大
学
卒
業
ま
た
は
大
学
卒
業

見
込
者
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　

昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
　
　

生
ま
れ
た
者

五　

 

保
育
士
お
よ
び
保
健
師
は
、
当

該
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
者

試　

験

　

期
日　

９
月
21
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
40
分
〜

　
　
　
　

＊
受
付
は
８
時
30
分
ま
で

　
　
　

◎
保
育
士
実
技
試
験

　
　
　
　

９
月
22
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

＊
受
付
は
８
時
50
分
ま
で

　

場
所　

近
永
公
民
館

　

内
容　

作
文
試
験
、
教
養
試
験
、

　
　
　
　

職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　

一
般
性
格
診
断
検
査
、

　
　
　
　

事
務
適
性
検
査
、専
門
試
験
、

　
　
　
　

保
育
士
実
技
試
験

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係
（
内
線
２
３
３
）

　

鬼
北
町
で
は
次
の
と
お
り
平
成
21

年
度
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
願
書
提
出
期
限　

　

８
月
19
日
㈫
ま
で

　

＊
郵
送
の
場
合
も
19
日
必
着

募
集
職
種
お
よ
び
人
員　

試
験
区
分　
　

行
政
事
務

職　
　

種　
　

一
般
行
政
職

　
　
　
　
　
　

保
育
士

　
　
　
　
　
　

保
健
師　

級　
　

別　
　

初
級

人　
　

数　
　

若
干
名

受
験
資
格

一　

①
鬼
北
町
に
住
所
を
有
す
る
者

　
　

② 

そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
、

採
用
決
定
後
、
鬼
北
町
に
住

所
を
移
す
こ
と
が
可
能
な
者

二　

日
本
国
籍
を
有
す
る
者

三　

 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

四　

 

① 

高
校
卒
業
ま
た
は
高
校
卒
業

見
込
者
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら　

　
　
　

 

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

　
　

② 

短
大
卒
業
ま
た
は
短
大
卒
業

見
込
者
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
国
の
医
療
制

度
改
革
等
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税

に
関
す
る
制
度
改
正
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

① 

保
険
税
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
対
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の

後
期
高
齢
者
支
援
分
が
創
設
さ
れ

ま
す
。

② 

保
険
税
の
最
高
限
度
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

③ 

保
険
税
の
２
割
軽
減
を
受
け
る
た

め
の
申
請
は
、
不
要
に
な
り
ま
す
。

④ 

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
創
設
に

よ
る
緩
和
措
置
等
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

⑤ 

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象

に
保
険
税
を
年
金
天
引
き
す
る「
特

別
徴
収
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

以
上
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
本
年

平
成
20
年
度

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

税
務
課　

内
線
２
２
２
・
２
２
３

１　医療分【改正】
区　　分 所得割 資産割 均等割 平等割
改正後Ａ 6.5％ 29.0％ 16,500円 20,000円
改正前Ｂ 9.4％ 49.0％ 22,000円 24,000円
増減(Ａ－Ｂ) △ 2.9％ △ 20.0％ △5,500円 △4,000円
※賦課限度額：47万円〔改正前：56万円〕

２　後期高齢者支援金分【新設】
区　　分 所得割 資産割 均等割 平等割
改正後Ａ 2.5％ 16.0％ 7,600円 5,500円
改正前Ｂ 0.0％ 0.0％ 0円 0円
増減(Ａ－Ｂ) 2.5％ 16.0％ 7,600円 5,500円
※賦課限度額：12万円〔改正前：０万円〕

３　介護分【据え置き】
区　　分 所得割 資産割 均等割 平等割
改正後Ａ 1.9％ 8.6％ 7,600円 4,300円
改正前Ｂ 1.9％ 8.6％ 7,600円 4,300円
増減(Ａ－Ｂ) 0.0％ 0.0％ 0円 0円
※賦課限度額：9万円【据え置き】

鬼
北
町
職
員
の
募
集
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現
在
、
申
請
の
あ
っ
た
方
に
交
付

し
て
い
る
、「
国
民
健
康
保
険
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」「
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
」「
国
民
健
康
保

険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
平
成
20
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
次
の
と
お
り
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

①
印
鑑　
　

　

②
被
保
険
者
証　
　

　

③ 

過
去
１
年
間
に
入
院
日
数
が
90
日

を
越
え
て
い
る
場
合
は
入
院
時
の

領
収
書

申
請
場
所　

 

役
場
町
民
課
保
険
年
金
係

ま
た
は
日
吉
支
所
総
務
係

そ
の
他　

不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
お
知
ら
せ

町
民
課　

内
線
２
１
５
・
２
１
６

度
の
保
険
税
率
が
６
月
開
催
の
鬼
北

町
議
会
定
例
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
制
度
改
正
の
詳
細
等
は
７
月

中
旬
に
送
付
し
て
い
る
平
成
20
年
度

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
に
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
お
読
み

で
な
い
方
は
そ
ち
ら
の
方
も
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

町
民
課　

内
線
２
１
５
・
２
１
６

① 

今
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
平
成
20

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
平
成
20

年
８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
末

ま
で
に
各
世
帯
へ
郵
送
で
送
付
い

た
し
ま
す
。
７
月
末
ま
で
に
届
い
て

い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

② 

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
一
般
被

保
険
者
証
が
「
き
み
ど
り
」、
退
職

被
保
険
者
証
が「
み
ず
い
ろ
」で
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
誤
り
が

あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
町

民
課
保
険
年
金
係
ま
で
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③ 

修
学
や
施
設
等
入
所
の
た
め
、
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
方
に

交
付
し
て
い
る
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
も
、
有
効
期
限
は
平
成
20
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
１
日

以
降
も
必
要
な
場
合
は
、
証
明
書

（
在
学
・
在
園
・
入
所
証
明
書
な
ど
）

と
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以

降
に
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
場
合

は
、
申
請
不
要
で
す
。

④ 

社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
が
い
る
と
き
は
、

国
保
の
資
格
喪
失
届
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
他
の
健
康
保
険
証
・

国
民
健
康
被
保
険
者
証
・
印
鑑
を

持
参
し
、
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

⑤ 

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
あ
る

場
合
は
、
被
保
険
者
証
を
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
納

が
あ
る
場
合
は
早
急
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で

に
お
支
払
い
が
困
難
な
場
合
や
分

割
納
付
な
ど
の
ご
相
談
が
必
要
な

と
き
は
、
税
務
課
課
税
管
理
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流

会
と
は
、
全
国
各
地
の
地
域
づ
く
り

第
26
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国

研
修
交
流
会
愛
媛
大
会
の
開
催

企
画
財
政
課　

内
線
２
７
１

や
ま
ち
お
こ
し
を
実
践
し
て
い
る
活

動
家
や
そ
の
関
係
者
（
お
よ
そ
３
０

０
〜
４
０
０
人
）
が
一
堂
に
会
し
て

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
づ
く
り
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
地
域
づ
く
り
の
全
国
大
会
」
で
す
。

こ
の
大
会
は
毎
年
各
県
の
持
ち
回
り

で
行
わ
れ
、
平
成
20
年
11
月
に
開
催

さ
れ
る
第
26
回
の
愛
媛
大
会
で
は
、

宇
和
島
市
を
全
体
会
場
に
、
分
科
会

が
県
内
15
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
お
こ
し
に
興

味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

　

全
国
の
地
域
づ
く
り
活
動
家
と
交

流
す
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

 

11
月
14
日
㈮
全
体
会（
午
前
）・

分
科
会
（
午
後
）、
15
日
㈯
分

科
会

場
所　

 

全
体
会
／
宇
和
島
市
、

　
　
　

分
科
会
／
愛
媛
県
内
15
会
場

募
集
期
間　

８
月
初
旬
〜
９
月
中
旬

（
予
定
）

大
会
テ
ー
マ　

き
な
は
い
や
伊
予
の
国

　

〜
広
め
よ
う
地
域
づ
く
り
の
輪
〜
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医
療
機
関
の
適
正
利
用
は
、
医
師

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最

近
、
休
日
や
夜
間
に
、
軽
症
で
も
救

急
病
院
に
飛
び
込
む
「
コ
ン
ビ
ニ
受

診
」
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
が
医
師

の
負
担
増
加
を
招
き
、
ひ
い
て
は
退

職
や
転
職
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
比
較
的
症
状
が
軽
い
場

合
は
、
ま
ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
師
」

に
相
談
す
る
ほ
か
、
在
宅
当
番
医
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
夜
間
、
急
に
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
場
合
は
、「
愛
媛
県
小
児
救

急
医
療
電
話
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
医
師
や
看
護
師
が
症
状
に
応

じ
た
適
切
な
対
処
方
法
を
助
言
し
ま
す
。

　

救
急
車
の
安
易
な
利
用
が
、
生
死

に
か
か
わ
る
患
者
の
搬
送
を
さ
ま
た

げ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
十
分
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
を

控
え
ま
し
ょ
う
！

保
健
福
祉
課　

内
線
６
２
１

利
用
可
能
時
間

　

祝
日
、
土
・
日
曜
、

　

年
末
年
始
の
19
時
〜
23
時

愛
媛
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯
８
０
０
０

　
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
）

　

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
２
７
７
７

そ
の
手
口
と
は

・ 

公
的
機
関
の
職
員
と
名
乗
っ
て
「
還

付
金
が
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
迅
速

な
返
金
を
す
る
た
め
に
必
要
な
の

で
、
着
い
た
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前
か
ら

電
話
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
言

わ
れ
、
相
手
の
指
示
通
り
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
し
た
。
後
で
口
座
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
還
付
で
は
な
く

振
込
み
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

・ 

社
会
保
険
事
務
所
や
税
務
署
、
市

町
の
職
員
を
装
っ
て
、「
払
戻
金
が

あ
る
の
で
連
絡
を
し
て
欲
し
い
。」

な
ど
と
言
い
、
金
融
機
関
の
口
座

や
携
帯
電
話
の
番
号
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
。

予
防
と
対
策

・ 

公
的
機
関
の
職
員
が
電
話
で
還
付

金
の
お
知
ら
せ
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
還
付
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ

て
返
金
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・ 

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
相
手
の

話
を
う
の
み
に
し
な
い
で
、
電
話

を
い
っ
た
ん
切
っ
て
落
ち
着
い
て

ニ
セ
職
員
に
ご
注
意
！

産
業
課　

内
線
２
６
１

契
約
に
つ
い
て

　
「
契
約
」
は
双
方
の
意
思
が
一
致
す

れ
ば
「
口
頭
」
で
も
成
立
し
ま
す
が
、

「
契
約
書
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
契
約

内
容
を
明
確
に
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
訪

問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
の
特

定
の
取
引
は
、
契
約
書
面
の
交
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ

契
約
は
慎
重
に
！

産
業
課　

内
線
２
６
１

直
接
関
係
機
関
に
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
一
度
だ
ま
し
取
ら
れ
た

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
。

・ 

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

金
融
機
関
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
21
日
に
「
振
り
込
め
詐
欺
救

済
法
」
が
施
行
さ
れ
、
凍
結
さ
れ

た
振
込
先
の
口
座
に
資
金
が
残
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
被
害
者
に
支

払
う
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
、
届
を
出
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

役
場
産
業
課
商
工
観
光
係
ま
た
は

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ

　
http://w

w
w
.ecpr.or.jp/taikai/

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課
ま
た
は

愛
媛
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
７
７
５
０

　

財
団
法
人
え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い

手
育
成
公
社
で
は
、
愛
媛
県
林
業
労

働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
会
社

や
農
協
、
市
町
役
場
等
の
退
職
を
機

会
に
、
余
暇
時
間
な
ど
を
活
用
し
て

所
有
山
林
の
整
備
な
ど
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
々
を
支
援
す
る
「
Ｕ
タ
ー

ン
森
林
所
有
者
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
林
業
技
術
を
学
び
た
い

・ 

地
域
の
指
導
者
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
・
森
林
活
用
の
情
報
が
ほ
し
い

な
ど
、
ど
う
か
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
３
４
・
６
１
５
３

Ｕ
タ
ー
ン
森
林
所
有
者
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
に
つ
い
て

産
業
課　

内
線
２
６
６
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ル
を
避
け
る
た
め
に
も
契
約
書
を
き

ち
ん
と
確
認
し
て
、
納
得
し
て
か
ら

契
約
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・ 

商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
る
と
き
は
、
前
も
っ
て
情

報
を
集
め
、
比
較
検
討
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

・ 

安
易
に
、
呼
び
か
け
に
応
じ
て
つ

い
て
行
っ
た
り
、
出
か
け
て
行
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

業
者
の
巧
み
な
言
葉
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
購

入
や
契
約
を
決
め
る
前
に
家
族
な

ど
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

契
約
書
を
よ
く
読
ん
で
話
の
内
容

と
違
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、

支
払
総
額
と
月
々
の
支
払
額
・
支

払
期
間
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
支

払
い
可
能
か
ど
う
か
十
分
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

い
ら
な
い
時
は
、
は
っ
き
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

・ 

契
約
書
類
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

契
約
は
し
た
け
れ
ど
⋮

　

販
売
方
法
に
よ
っ
て
は
、
一
定
期

間
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

で
き
た
り
、
業
者
に
よ
る
嘘
の
説
明

な
ど
が
あ
れ
ば
契
約
の
取
消
し
を
主

張
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
簡
単
に
は
取

り
消
せ
な
い
こ
と
を
十
分
に
理
解
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
世
の
中
、
甘

く
う
ま
い
話
は
な
い
こ
と
を
肝
に
銘

じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

役
場
産
業
課
商
工
観
光
係
ま
た
は

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　８月15日㈮は、可燃ごみ等の収集業務を休業させて
いただきます。該当地区の方には、大変ご迷惑をお掛
けしますが、ご理解とご協力をお願
いします。
　なお、当日は鬼北環境センターへ
の持ち込みもできませんのでご了承
ください。

ごみ回収業務の休業について
環境保全課　内線３１３

日本の学校では７月末から夏休みが始まっ
ていますね。

　アメリカの学校にも夏休みがありますが、日
本と違って休みが約３カ月間あります。州に
よって違いはありますが、だいたい６月から９
月までです。また、アメリカはほとんどの学校
が９月に新学年が始まります。１年生が２年
生になるのも、中学生が高校生になるのも９月
です。夏休み前に前学年が修了するので、日本
のようにたくさんの宿題もありません。だから

私が子供だった頃はとても夏休みが大好きでし
た。けど、今は日本の短い夏休みの方が良いと
思います。なぜならアメリカは休みが長いので、
勉強したことも忘れてしまうからです。
　日本では夏休みでもほぼ毎日部活があります
が、アメリカでは最後の一カ月間だけ行います。
私はマラソンチームに入っていましたが、この
チームも練習を始めたのは新学期の三週間前で
した。部活が始まるまでの間、アルバイトをす
る高校生もたくさんいました。私も16歳の時に
ハンバーガー屋で初めてアルバイトをし、その
後18歳まで色々な仕事を経験し、勉強以外のこ
とを多く学ぶことができました。
　皆さんは、夏休みに何か予定はありますか？
私は８月24日に開催される中島町のトライア
スロンに出場するため、毎日練習をしています。
みなさんもこの夏休みを楽しんでください。

「�Summer�Vacation!」

Christopher’s
Story №22
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　ニュータウン鬼北の里
　　残り９区画　購入のご相談はお早めに！
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20 ～ 町内建築業者住宅建設限定区画

21

23

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

四国電力

電　柱

※

済
済

済
済

済

済
済

済
済

済

済

済
済

済

済商談中

■分譲価格および土地面積（年齢に応じて購入しやすい価格に設定しています）

№ 面　　積 一般（55歳以上）
分譲価格

▲10％（45歳以上
55歳未満）分譲価格

▲20％（35歳以上
45歳未満）分譲価格

▲30％（35歳未満）
分譲価格

5 235.72㎡（71.30坪） 7,461,000円 6,714,900円 5,968,800円 5,222,700円
6 230.05㎡（69.59坪） 7,813,000円 7,031,700円 6,250,400円 5,469,100円
7 229.81㎡（84.96坪） 7,493,000円 6,743,700円 5,994,400円 5,245,100円
9 280.87㎡（84.96坪） 8,804,000円 7,923,600円 7,043,200円 6,162,800円
13 291.26㎡（88.10坪） 10,397,000円 9,357,300円 8,317,600円 7,277,900円
15 297.11㎡（89.87坪） 10,202,000円 9,181,800円 8,161,600円 7,141,400円
17 297.12㎡（89.88坪） 10,102,000円 9,091,800円 8,081,600円 7,071,400円
20 288.96㎡（87.41坪） 9,824,000円 8,841,600円 7,859,200円 6,876,800円
21 289.07㎡（87.44坪） 9,828,000円 8,845,200円 7,862,400円 6,879,600円

■申込資格（申込者は、次の要件をすべて備えていることが必要です）
　◎自ら居住するための住宅を建設するための宅地を必要とする方。
　◎譲渡代金の支払いのできる方で、これに伴う契約に関し、確実に履行できる方。
　◎契約書等の譲渡条件を承知し、購入を希望する方。
　◎契約日から５年以内に自ら居住するための住宅を建設し、
　　継続して居住することが確実である方。違反した場合は、
　　20％の違約金を徴収し、買戻しを実行いたします。
　◎申込時年齢が満20歳以上である方。
■申し込み・問い合わせ先
　〒798-1395　愛媛県北宇和郡鬼北町大字近永800番地1
　鬼北土地開発公社（鬼北町役場企画財政課内）
　☎0895－45－1111（内線271）・fax0895－45－1119

　交通・買い物・教育・
医療など生活に便利な
施設が周辺に充実して
いるニュータウン鬼北
の里。この機会にぜひ
ご検討ください。
　宅地分譲支援施策と
して各種補助がありま
す。詳しくは鬼北土地開
発公社へお問い合わせ
ください。

好評
分譲中

家庭菜園、倉庫スペースなどプライベートな空間としてご利用できます。

370,300円～ 793,700円

多目的用地として分譲販売
今回販売区画数　  

１３区画
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請　願

・ 沖縄戦の「歴史を歪曲する検定意見書の撤
回」などを求める請願書について･･･不採択
諮　問

・ 鬼北町人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて
承　認

・ 町長の専決処分（鬼北町税条例の一部を改
正する条例）の承認について
議　案

・ 鬼北町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について
・ 鬼北町国民健康保険診療所使用料及び手数
料条例の一部を改正する条例について
・鬼北町道路線の認定について
・ 鬼北町過疎地域自立促進計画の一部変更に
ついて
・ 宇和島地区広域事務組合規約の一部変更に
ついて
・ 平成20年度鬼北町一般会計補正予算（第1号）
について
　 …２億4,100万円を追加し、歳入歳出予算の
合計をそれぞれ65億9,720万円としました。

・ 平成20年度鬼北町老人保健特別会計補正予
算（第１号）について
　 …6,675万５千円を追加し、歳入歳出予算の
合計をそれぞれ２億2,978万円としました。

・ 平成20年度鬼北町国民健康保険診療所特別
会計補正予算（第１号）について
　 …36万円を追加し、歳入歳出予算の合計を
それぞれ３億1,814万円としました。
推　薦

・鬼北町農業委員会委員の推薦について
意見書

・ 国による公的森林整備の推進と国有林野事
業の健全化を求める意見書（案）について

　

一　

般　

質　

問　

エ
ス
（Is
）
値
が
０
・
３
か
ら
０
・
６
と

判
定
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
、
よ
り
詳
細

な
二
次
診
断
が
必
要
と
の
結
果
で
あ
る
。

今
後
、
計
画
的
に
二
次
診
断
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
、
社
会
体
育
施
設
と
し
て
活
用

し
て
い
る
体
育
館
は
、
愛
治
体
育
館
と

日
吉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
２
カ

所
で
あ
る
。
愛
治
体
育
館
は
、
屋
内
施

設
の
老
朽
化
も
あ
り
現
在
の
と
こ
ろ
使

用
中
止
に
し
て
お
り
、
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。日
吉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
57
年
以
降

に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、
耐
震
診

断
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た
公
民
館

６
施
設
の
う
ち
、
耐
震
診
断
を
実
施
し

た
の
は
、
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
町

民
会
館
だ
け
で
あ
り
、
他
の
５
施
設
は

現
在
の
と
こ
ろ
実
施
し
て
い
な
い
。
町

民
会
館
の
耐
震
診
断
は
、
基
準
値
に
達

し
て
い
な
い
結
果
が
出
て
い
る
。
補
強

改
修
に
要
す
る
概
算
設
計
は
行
っ
て
い

る
が
、
実
施
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

学
校
、
町
民
会
館
以
外
で
耐
震
診
断

を
実
施
し
た
施
設
は
、
役
場
本
庁
だ
け

と
な
っ
て
い
る
。
今
世
紀
前
半
に
も
発

生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
い

わ
れ
る
南
海
地
震
に
備
え
る
こ
と
か
ら

も
、
全
町
的
に
公
の
施
設
の
総
点
検
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

□問　
基
準
値
以
下
の
施
設
の
補
強
・
改

修
計
画
に
つ
い
て
。

□答　
診
断
の
結
果
耐
震
補
強
が
必
要
な

施
設
は
、
耐
震
補
強
計
画
を
策
定
し
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
た
い
。　

□問　
診
断
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
。

□答　
公
表
方
法
等
を
含
め
検
討
し
、
広

報
き
ほ
く
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

公
表
し
た
い
。

◎
町
有
地
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

□問　
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
。

□答　
学
校
、
保
育
所
、
公
民
館
、
町
営

住
宅
な
ど
公
共
用
の
施
設
と
役
場
庁
舎

や
消
防
施
設
な
ど
公
用
の
施
設
で
あ
る

行
政
財
産
は
、
そ
の
土
地
に
関
す
る
事

務
ま
た
は
事
業
を
所
管
す
る
課
で
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
行
政
財
産
を

そ
の
目
的
に
従
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的

な
維
持
管
理
に
努
め
る
よ
う
指
示
を
し

て
い
る
。
行
政
財
産
以
外
の
一
切
の
公

有
財
産
で
あ
る
普
通
財
産
は
、
企
画
財

政
課
で
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

□問　
区
分
ご
と
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
現
況
調
査
と
台
帳
の
再
確
認
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
適
正

な
管
理
に
努
め
た
い
。

□問　
遊
休
地
の
面
積
に
つ
い
て
。

□答　
現
況
調
査
と
台
帳
の
再
確
認
作
業

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
遊
休
の
状
態
に
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
土
地
は
、
旧
愛
治
町
営
住
宅

跡
地
、
北
宇
和
中
学
跡
実
習
地
な
ど
、

７
件
、
１
，
８
３
４
・
５
７
㎡
で
あ
る
。

（
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

井　

上　
　
　

博　
議
員

◎
公
的
施
設
の
耐
震
性
に
つ
い
て

□問　
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
。

□答　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た
学
校

施
設
を
対
象
に
、
平
成
17
年
度
に
校
舎

11
棟
、
屋
内
運
動
場
４
棟
の
第
一
次
耐

震
診
断
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
震
度

６
強
の
地
震
に
対
し
て
、
倒
壊
の
危
険

性
の
高
い
と
言
わ
れ
る
耐
震
指
標
ア
イ

エ
ス
（Is

）
値
が
０
・
３
以
下
の
建
物
は

な
い
が
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
ア
イ

平成20年第２回鬼北町議会定例会（６月25日開催）報告
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□問　
遊
休
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
。　

□答　
遊
休
ま
た
は
不
用
の
も
の
は
、
払

い
下
げ
な
ど
の
処
分
を
行
う
の
が
適
当

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
遊
休

地
で
払
い
下
げ
可
能
な
土
地
は
、
鬼
北

町
大
字
畔
屋
の
旧
愛
治
町
営
住
宅
跡
地

の
８
２
１
・
８
９
㎡
で
あ
り
、
今
年
度

も
払
い
下
げ
の
入
札
を
予
定
し
て
い
る
。

□問　
売
却
処
分
時
の
価
格
設
定
に
つ
い
て
。

□答　
払
下
地
の
隣
接
地
の
固
定
資
産
評

価
額
、
近
隣
地
の
取
引
事
例
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
て
い
る
。

◎
職
員
の
勤
務
休
暇
関
係
に
つ
い
て

□問　
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
の
課
長
と
課
長
補
佐
等

の
管
理
職
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状

況
は
、
平
均
有
給
休
暇
付
与
日
数
39
・

４
日
、
年
間
平
均
取
得
日
数
９
・
７
日

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
一
般
職
は
、
平

均
有
給
休
暇
付
与
日
数
39
・
６
日
、
年

間
平
均
取
得
日
数
９
・
２
日
で
あ
る
。

正
職
員
全
体
の
平
均
は
、
有
給
休
暇
付

与
日
数
39
・
６
日
、
年
間
取
得
日
数
９
・

３
日
、
取
得
率
23
・
５
％
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

□問　
有
給
休
暇
の
計
画
的
な
取
得
に
つ

い
て
。

□答　
職
員
の
健
康
保
持
・
増
進
、
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
の
実
現
や
公
務
能
率
の

向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
計
画
的
に
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
計
画
的

に
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
、
年
間
20
日
と
し
、

20
日
を
限
度
と
し
て
翌
年
へ
繰
り
越
す

こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
平
成

19
年
か
ら
平
成
20
年
へ
の
平
均
繰
越
日

数
は
19
・
６
日
、
平
均
未
消
化
日
数
は

30
・
３
日
と
な
っ
て
お
り
、
繰
越
日
数

の
上
限
で
あ
る
20
日
を
繰
り
越
し
た
職

員
数
は
、１
８
３
名
中
１
７
２
名
と
な
っ

て
い
る
。

□問　
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
の
職
員
一
人
当
た
り

の
１
カ
月
平
均
時
間
外
勤
務
は
６
時
間

で
あ
る
。
最
も
多
か
っ
た
職
員
は
、
年

間
４
３
８
時
間
、
１
カ
月
平
均
36
時
間

の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
の
計
画
は
、
前
年
度
の

実
績
と
事
務
事
業
の
増
減
等
を
考
慮
し

て
時
間
外
勤
務
の
時
間
を
算
出
し
、
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。
時
間
外
勤
務
は
、

職
員
の
健
康
保
持
と
経
費
の
面
な
ど
か

ら
、
基
本
的
に
は
縮
減
す
べ
き
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
効
率

化
、
職
員
の
適
正
配
置
、
事
務
事
業
の

配
分
の
見
直
し
等
に
努
め
て
い
る
。

◎�

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鬼
北
の
里
の
宅
地
分

譲
状
況
に
つ
い
て

□問　
販
売
契
約
件
数
に
つ
い
て
。

□答　
分
譲
24
区
画
の
う
ち
、
５
月
末
時

点
で
16
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
14
区
画
の
分
譲
契
約
が
成
立
し
て

い
る
。

□問　
購
入
者
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て
。

□答　
35
歳
未
満
が
10
件
、
35
歳
以
上
45

歳
未
満
が
２
件
、
45
歳
以
上
55
歳
未
満

が
１
件
、
55
歳
以
上
が
１
件
と
な
っ
て

い
る
。

□問　
町
内
外
の
比
率
に
つ
い
て
。

□答　
町
内
９
件
、
町
外
４
件
、
県
外
１

件
と
な
っ
て
い
る
。

□問　
区
画
坪
数
の
設
定
に
つ
い
て
。

□答　
60
坪
後
半
か
ら
70
坪
台
が
６
区
画
、

80
坪
後
半
か
ら
90
坪
台
が
８
区
画
で
購

入
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

購
入
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

□問　
年
齢
別
の
販
売
価
格
設
定
に
つ
い

て
。

□答　
若
者
定
住
の
観
点
か
ら
年
齢
別
に

価
格
区
分
を
設
定
し
て
分
譲
を
行
っ
た

が
、
販
売
上
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

□問　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

□答　
現
在
分
譲
中
の
宅
地
の
販
売
状
況

を
見
据
え
、
契
約
成
立
件
数
20
区
画
当

た
り
を
一
応
の
目
安
と
し
て
、
国
に
２

期
工
事
分
の
補
助
金
を
申
請
し
た
い
。

３
期
工
事
分
も
、
２
期
工
事
分
の
販
売

状
況
を
見
な
が
ら
計
画
を
進
め
た
い
。

◎
鬼
北
町
・
松
野
町
の
合
併
に
つ
い
て

□問　
継
続
審
議
と
な
っ
た
後
の
対
応
に

つ
い
て
。

□答　
第
３
回
合
併
協
議
会
で
、
松
野
町

か
ら
行
政
訴
訟
に
対
す
る
町
の
考
え
方

と
概
要
の
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
委
員
の
方
々
に

協
議
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
合
併
の
方
式

は
、
賛
成
多
数
で
「
鬼
北
町
に
松
野
町

を
編
入
す
る
編
入
合
併
と
す
る
」
こ
と

を
確
認
し
た
。

□問　
松
野
町
の
訴
訟
問
題
の
公
表
に
つ

い
て
。

□答　
松
野
町
か
ら
「
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
、

現
在
係
争
中
で
あ
り
、
裁
判
に
不
利
に

な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
個
人
情
報
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
訴
訟
内
容
の

す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
松
野
町
が

弁
護
士
と
協
議
を
行
い
、
公
表
で
き
る

最
大
の
内
容
に
つ
い
て
、
第
３
回
合
併

協
議
会
で
報
告
が
あ
っ
た
。
報
告
内
容

は
、
近
々
発
行
す
る
「
合
併
協
議
会
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
、
町
民
の
方
々
に
お

知
ら
せ
す
る
。

福　

原　
　

良　

夫　
議
員

◎
女
性
サ
ポ
ー
ト
と
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

□問　
妊
婦
健
診
の
無
料
化
に
つ
い
て
。

□答　
県
の
指
導
に
よ
り
、
平
成
20
年
度

か
ら
県
内
す
べ
て
の
市
町
で
、
交
付
税
対

象
と
な
る
５
回
分
を
無
料
と
し
た
。
14
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回
の
健
診
を
無
料
と
す
る
こ
と
が
理
想

的
で
は
あ
る
が
、
当
面
、
妊
婦
・
胎
児

に
と
っ
て
重
要
な
健
診
時
期
で
あ
る
高

額
な
負
担
と
な
る
分
を
無
料
と
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
健
診
を

無
料
に
す
る
こ
と
は
、
相
当
額
の
財
源

負
担
も
生
じ
る
の
で
、
今
後
、
他
市
町

の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

□問　
学
童
保
育
に
つ
い
て
。

□答　
都
市
部
で
は
あ
る
程
度
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
町
の
よ
う
な

地
域
で
は
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て

な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
一
部
の
保
護

者
か
ら
要
望
が
出
た
こ
と
は
あ
る
が
、

設
置
に
は
至
っ
て
な
い
。
引
き
続
き
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。

□問　
保
育
所
の
無
償
化
、
就
学
前
一
年

間
の
無
償
化
に
つ
い
て
。

□答　
無
償
で
の
早
朝
・
い
の
こ
り
保
育

の
実
施
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
は
、

３
人
目
の
入
所
児
童
の
保
育
料
を
、
基

準
の
50
％
徴
収
か
ら
10
％
に
改
正
す
る

な
ど
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、
保
育
所
の
無
償
化
は
大
変
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
町
の
将
来
を
担
う
大
切
な

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
・
負
担
軽
減
は
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

◎
地
震
対
策
と
耐
震
性
に
つ
い
て

□問　
町
営
住
宅
に
つ
い
て
。

□答　
現
在
３
５
４
戸
の
公
営
住
宅
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
耐
用
年
数
を
経
過
し
て

い
る
住
宅
は
約
70
戸
あ
る
。
こ
れ
ら
の

住
宅
の
ほ
と
ん
ど
は
、
耐
震
補
強
が
困

難
な
木
造
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
で
あ
り
、
建
築
年
度
が
早

く
老
朽
化
し
た
住
宅
か
ら
計
画
的
に
順

次
建
て
替
え
る
と
と
も
に
、
特
に
老
朽

化
の
著
し
い
住
宅
は
、
用
途
廃
止
も
視

野
に
入
れ
対
応
し
た
い
。

□問　
災
害
時
の
食
料
確
保
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
２
月
に
策
定
し
た
「
鬼

北
町
地
域
防
災
計
画
」
で
調
達
方
法
、

供
給
方
法
等
を
定
め
て
い
る
。

　

食
料
は
、
災
害
の
規
模
と
発
生
後
の

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、給
食
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
な
ど
で
の
炊
き
出
し
や
町
が

備
蓄
し
て
い
る
物
資
を
供
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
災
者
の
食
生
活
を
保
護
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
調
達
で
き
な
い

場
合
に
は
、
物
資
保
有
業
者
か
ら
調
達

す
る
か
、
県
に
調
達
・
あ
っ
せ
ん
を
要

請
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

飲
料
水
は
、
そ
の
確
保
が
困
難
な
地

域
に
対
し
て
は
、
給
水
拠
点
を
定
め
て
、

備
蓄
飲
料
水
、
給
水
車
等
に
よ
っ
て
応

急
給
水
を
行
う
と
と
も
に
、
水
道
施
設

の
復
旧
を
早
急
に
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

ト
イ
レ
は
、
地
域
防
災
計
画
で
そ
れ

ぞ
れ
の
避
難
所
に
仮
設
ト
イ
レ
を
配
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
収
納
場
所

等
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
現
在
、
リ
ー

ス
業
者
と
仮
設
ト
イ
レ
の
供
給
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
食
料
等

の
必
要
量
の
確
保
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
自
主

防
災
組
織
で
の
備
蓄
と
、
住
民
相
互
の

助
け
合
い
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
、

賄
っ
て
い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
住
民
の
方
々
に
、
災
害
か

ら
自
ら
を
守
る
た
め
の
知
識
等
の
啓
発

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
、
そ

の
育
成
強
化
を
推
進
し
た
い
。

□問　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
18
年
度
に
創
設
さ
れ
た
鬼
北

町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度
の
利

用
状
況
は
、
平
成
18
年
度
２
件
、
平
成

19
年
度
は
０
件
で
あ
る
。
今
年
度
は
秋

頃
に
希
望
者
を
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

山　

本　
　
　

勣　
議
員

◎�

農
業
振
興
施
策
と
農
業
公
社
等
の
事

業
見
直
し
に
つ
い
て

□問　
農
業
公
社
に
投
入
し
た
補
助
金
、

助
成
金
、
支
援
金
の
総
額
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
末
ま
で
の
金
額
は
、

８
億
１
千
５
百
万
円
で
あ
る
。

□問　
委
託
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
。

□答　
農
業
公
社
の
平
成
19
年
度
の
農
作

業
受
託
実
績
は
、
水
稲
関
係
で
延
べ
面

積
約
２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
農

業
実
習
生
の
受
け
入
れ
と
研
修
受
け
入

れ
等
を
行
っ
て
い
る
。

□問　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

収
穫
量
と
収
支
実
績
に
つ
い
て
。

□答　
収
穫
量
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
１
７
３
㎏
、

菜
種
７
４
３
㎏
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は

１
９
９
７
年
に
議
決
さ
れ
た
京
都
議
定

書
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
愛

媛
県
が
そ
の
趣
旨
を
受
け
「
え
ひ
め
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
推
進
事

業
」
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し

て
試
験
栽
培
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
収

支
実
績
は
な
い
。

□問　
新
規
就
農
研
修
生
の
応
募
実
績
に

つ
い
て
。

□答　
相
談
件
数
は
、
平
成
18
年
度
10
件
、

平
成
19
年
度
17
件
で
あ
り
、
平
成
20
年

度
か
ら
研
修
生
１
名
が
研
修
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

□問　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
金
に
つ

い
て
。

□答　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
や
貸
し

付
け
は
、
議
会
で
予
算
の
議
決
を
得
て

お
り
、
経
営
状
況
は
、
地
方
自
治
法
第

２
４
３
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
毎
年
事
業
計
画
と
決
算
に
関
す
る

書
類
を
議
会
に
提
出
し
て
い
る
。
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□問　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
。

□答　
平
成
18
年
第
４
回
臨
時
会
で
、
農

業
研
究
施
設
ほ
か
４
施
設
は
社
団
法
人

鬼
北
町
農
業
公
社
を
、
森
の
三
角
ぼ
う

し
は
株
式
会
社
森
の
三
角
ぼ
う
し
を
指

定
管
理
者
と
す
る
よ
う
議
決
を
得
る
な

ど
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
第
３
セ
ク
タ
ー
に
関
係
す
る
施
設
の

管
理
を
委
任
し
て
い
る
。

□問　
キ
ジ
生
産
出
荷
販
売
事
業
に
関
す

る
特
許
に
つ
い
て
。

□答　
キ
ジ
肉
の
生
産
地
は
、
国
内
に
も

規
模
の
大
小
は
別
に
し
て
見
受
け
ら
れ

る
が
、
熟
成
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
、
ア

ミ
ノ
酸
・
イ
ノ
シ
ン
酸
の
含
有
量
を
増

や
し
、
良
質
な
商
品
に
仕
上
げ
て
い
る

産
地
は
、
他
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

現
在
は
、
知
的
財
産
活
用
の
時
代
と
言

わ
れ
て
お
り
、
数
多
く
の
認
定
出
願
が

出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
認
定

率
は
特
許
で
３
割
、
商
標
登
録
で
８
割

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
熟
成
・
急
速
凍
結
・
長
期
保

存
の
３
つ
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、

特
許
出
願
を
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

「
熟
成
鬼
北
雉
の
ご
案
内
」
の
と
お
り
で

あ
り
、
特
許
庁
と
の
手
続
き
の
後
、
審

査
請
求
を
平
成
20
年
２
月
27
日
に
行
っ

て
い
る
の
で
、
権
利
の
侵
害
を
受
け
る

恐
れ
は
な
い
。
今
後
１
〜
２
年
に
実
体

審
査
が
行
わ
れ
、
拒
絶
理
由
が
な
け
れ

ば
確
定
と
な
る
。
特
許
出
願
は
、
三
嶋

氏
と
の
共
同
出
願
と
な
っ
て
い
る
が
、

権
利
の
確
定
後
は
、
当
町
キ
ジ
事
業
の

た
め
に
全
面
協
力
す
る
と
の
約
束
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

□問　
商
標
、
特
許
に
要
し
た
経
費
に
つ

い
て
。

□答　
平
成
19
年
５
月
25
日
に
取
得
し
た

商
標
登
録
に
１
９
０
万
円
・
特
許
出
願

に
22
万
円
で
あ
る
。

□問　
特
産
品
開
発
人
材
育
成
委
託
事
業

に
つ
い
て
。

□答　
将
来
の
中
核
と
な
る
人
材
と
し
て

食
肉
加
工
処
理
業
務
が
で
き
る
有
資
格

者
を
雇
用
し
、
事
業
の
円
滑
な
発
展
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
本
年
４
月
10
日
か

ら
５
月
15
日
ま
で
一
次
募
集
を
行
い
、

20
件
程
度
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

条
件
を
満
た
す
該
当
者
が
な
か
っ
た
た

め
、
二
次
募
集
を
６
月
25
日
か
ら
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

□問　
「
熟
成
鬼
北
雉
の
ご
案
内
」
に
つ
い
て
。

□答　
印
刷
部
数
は
５
千
部
で
あ
り
、
一

般
消
費
者
・
業
務
用
取
引
者
・
国
県
関

係
機
関
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
等
で
配
布

を
し
、
良
好
な
反
応
を
得
て
い
る
。
印

刷
経
費
は
約
15
万
円
で
あ
り
、
国
庫
補

助
事
業
の
平
成
18
年
度
山
村
振
興
等
農

林
漁
業
特
別
対
策
事
業
で
実
施
し
た
。

□問　
キ
ジ
の
集
出
荷
、
収
支
状
況
に
つ

い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
実
績
は
、
買
取
羽
数

１
万
２
９
４
羽
、
出
荷
羽
数
１
万
４
千

４
９
６
羽
、
次
期
繰
越
羽
数
１
万
３
千

５
３
５
羽
で
あ
り
、
売
上
高
４
千
35
万

４
千
円
、
棚
卸
資
産
額
３
千
３
百
83
万

４
千
円
、
支
出
額
５
千
百
74
万
５
千
円

で
あ
る
。

□問　
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
。

□答　
一
般
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
殺

菌
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
作
業
を
行
い
、

食
品
表
示
を
行
っ
て
い
る
。

□問　
賞
味
期
限
経
過
後
の
商
品
の
処
分

に
つ
い
て
。

□答　
買
取
・
委
託
と
相
手
方
に
よ
り
、

対
応
が
異
な
る
が
、
売
れ
行
き
状
況
の

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
賞
味
期
限

切
れ
が
起
き
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

□問　
他
社
で
の
キ
ジ
肉
加
工
に
つ
い
て
。

□答　
他
の
会
社
に
加
工
を
依
頼
し
て
い

る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。
ス
ー

パ
ー
の
創
業
祭
で
、
キ
ジ
商
品
を
販
売

し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
一
部

商
品
を
販
売
し
た
事
実
は
あ
る
。
表
値

札
に
ス
ー
パ
ー
名
が
貼
り
付
け
て
あ
っ

た
が
、
裏
張
り
に
は
キ
ジ
工
房
が
製
造

者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

□問　
農
業
公
社
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
。

□答　
ま
だ
ま
だ
努
力
不
足
の
点
が
あ
る

の
で
、
今
後
と
も
適
切
な
指
導
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

◎
松
野
町
と
の
合
併
に
つ
い
て

□問　
合
併
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

□答　
特
例
法
に
基
づ
く
「
合
併
協
議
会
」

は
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
推
進
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
機
関
と
し
て
、

合
併
に
関
す
る
協
議
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
先
般
の
協
議
会
で
も
、

「
訴
訟
問
題
も
含
め
て
松
野
町
の
全
体
像

を
知
り
、
合
併
の
判
断
材
料
と
し
た
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
今
後
も
、

協
議
会
の
中
で
各
種
の
問
題
点
や
懸
案

事
項
等
を
明
ら
か
に
し
、
合
併
の
是
非

を
含
め
た
多
様
な
案
件
を
委
員
の
方
々

と
協
議
し
な
が
ら
、
合
併
の
方
向
性
を

決
定
し
て
い
き
た
い
。

◎
北
宇
和
病
院
に
つ
い
て

□問　
町
立
北
宇
和
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
。

□答　
平
成
19
年
度
の
決
算
状
況
は
、
当

初
予
算
で
は
、
約
１
億
２
千
万
円
の

赤
字
決
算
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
最

終
的
に
は
５
千
７
百
万
円
程
度
赤
字

が
圧
縮
さ
れ
、
単
年
度
収
支
で
は

６
千
２
百
78
万
円
程
度
の
赤
字
で
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２

年
間
の
累
積
で
は
２
億
３
千
９
百
万
円

程
度
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
数
字
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
範

囲
内
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
医
師
確
保

等
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
20
年
度
は
、
内
科
医
３
人
、
整

形
外
科
医
１
人
体
制
で
運
営
し
て
い
る
。

昨
年
同
時
期
と
比
較
を
す
る
と
、
外
来

患
者
数
は
、
人
工
透
析
患
者
が
減
っ
た

こ
と
に
よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る
が
、

入
院
患
者
数
は
看
護
師
配
置
の
見
直
し

に
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
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医
師
が
１
人
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
収
益
へ
の
影
響
は
、
入
院
患
者
数
の

増
加
を
図
る
こ
と
や
、
院
内
で
の
経
費

削
減
な
ど
一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

□問　
管
理
体
制
に
つ
い
て
。

□答　
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
に
管
理
委

託
し
て
い
る
が
、
運
営
形
態
や
医
師
確

保
の
問
題
な
ど
重
要
事
項
を
中
心
に
、

必
要
に
応
じ
連
絡
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。　
　
　

　

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た
穿
刺
器
具
事

故
は
、
十
分
な
調
査
を
行
い
、
該
当
者

に
対
し
て
個
別
に
お
詫
び
と
説
明
を
行

い
、
希
望
者
に
対
し
て
は
無
料
で
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

十
分
に
注
意
し
て
医
療
器
具
等
の
取
り

扱
い
を
す
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

横　

山　
　

二　

郎　
議
員

□問　
鬼
北
町
民
会
館
の
洋
式
ト
イ
レ
設

置
に
つ
い
て
。

□答　
特
に
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、

洋
式
ト
イ
レ
の
利
便
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
で
、
改
善
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

□問　
等
妙
寺
旧
境
内
の
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
。

□答　
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に

か
け
て
、
国
の
補
助
を
う
け
て
、
保
存

管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
は
、
今
後
史
跡
を
適
正

に
保
存
管
理
し
て
い
く
た
め
の
基
本
方

針
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
文
化
庁
の

指
導
の
下
、
地
域
住
民
の
方
々
や
専
門

家
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
、
町
民
の

憩
い
の
場
、
学
習
の
場
と
し
て
史
跡
を

活
用
し
な
が
ら
、
後
世
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
国
の
史
跡
と
な
っ
た
等

妙
寺
旧
境
内
を
広
く
町
内
外
へ
周
知
す

る
た
め
、
中
世
山
岳
寺
院
研
究
家
を
招

き
、
記
念
講
演
の
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
習
会
や
現
地
説
明
会
等

も
随
時
実
施
し
、
こ
の
遺
跡
が
国
史
跡

と
な
っ
た
全
国
的
に
貴
重
な
遺
跡
と
し

て
の
評
価
に
つ
い
て
、
広
く
啓
発
し
た
い
。

□問　
学
校
の
プ
ー
ル
指
導
と
安
全
管
理

に
つ
い
て
。

□答　
過
去
の
事
故
例
な
ど
を
教
訓
と
し

て
、
安
全
管
理
、
教
職
員
等
の
指
導
力

向
上
と
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

教
職
員
や
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
や
各
種
実
技
研
修
会
を
開
催
し
て
い

る
。
学
校
の
授
業
に
お
け
る
水
泳
指
導

は
、
①
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
の
徹

底
②
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
の
徹
底

③
プ
ー
ル
使
用
上
の
注
意
事
項
の
徹
底

④
複
数
教
員
に
よ
る
監
視
体
制
の
徹
底

―
な
ど
に
よ
り
、
安
全
第
一
の
考
え
方

で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

夏
休
み
中
の
安
全
指
導
・
監
視
体
制

は
、
プ
ー
ル
管
理
担
当
者
が
、
機
械
の

作
動
確
認
や
塩
素
濃
度
の
測
定
な
ど
の

水
質
管
理
を
毎
日
行
う
こ
と
と
し
、
夏

休
み
中
の
プ
ー
ル
使
用
の
決
ま
り
を
児

童
に
配
布
し
て
安
全
指
導
の
徹
底
を
行

う
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
よ
る
複
数
人

数
で
の
監
視
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

□問　
ひ
ょ
う
た
ん
プ
ー
ル
の
安
全
確
認

に
つ
い
て
。

□答　
国
と
県
の
指
導
に
よ
り
、
平
成
19

年
度
に
排
水
口
の
蓋
と
排
水
口
を
ス
テ

ン
レ
ス
の
バ
ー
で
押
さ
え
、
そ
の
バ
ー

を
ボ
ル
ト
で
締
め
つ
け
て
、
吸
い
込
み

事
故
防
止
の
措
置
を
行
っ
て
お
り
、
安

全
の
確
保
は
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

□問　
成
川
地
区
プ
ー
ル
に
つ
い
て
。

□答　
地
元
管
理
の
プ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、

安
全
衛
生
等
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
指
導
を
し
た
い
。

□問　
安
全
通
学
の
た
め
の
路
側
白
線
の

設
置
に
つ
い
て
。

□答　
現
在
、
道
路
予
算
は
、
路
肩
や
山

留
等
の
危
険
箇
所
を
優
先
的
に
改
修
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
路
側
線

ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
交
通
量
が
多
く
児
童
等

の
通
行
も
多
い
場
所
は
、
交
通
安
全
の

見
地
か
ら
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、

道
路
維
持
費
も
し
く
は
交
通
安
全
対
策

費
の
予
算
の
範
囲
内
で
対
処
し
た
い
。

□問　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鬼
北
の
里
へ
の
町

産
材
活
用
に
つ
い
て
。

□答　
鬼
北
町
の
林
業
振
興
と
宅
地
分
譲

支
援
策
と
し
て
、
鬼
北
町
産
材
を
利
用

し
た
場
合
に
補
助
を
行
う
鬼
北
町
産
材

利
用
促
進
制
度
を
制
定
し
て
い
る
。

□問　
興
野
々
橋
の
老
朽
化
の
対
応
に
つ

い
て
。

□答　
現
在
築
86
年
が
経
過
し
、
け
た
の

一
部
で
鉄
筋
が
露
出
す
る
な
ど
老
朽
化

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
今
回
重
量
制

限
を
２
ト
ン
と
し
た
。
重
量
制
限
の
看

板
は
、
愛
媛
県
公
安
委
員
会
が
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
置
ま
で

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
建
設
課
で
仮

の
看
板
を
設
置
し
た
。
最
近
、
表
示
が

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
降
雨
、

強
風
で
も
耐
え
ら
れ
る
も
の
に
設
置
替

え
を
し
た
。
手
す
り
は
、
モ
ル
タ
ル
等

に
て
早
期
に
補
修
し
た
い
。

□問　
興
野
々
橋
以
外
の
危
険
橋
の
対
応

に
つ
い
て
。

□答　
町
内
で
こ
の
よ
う
な
通
行
制
限
を

行
っ
て
い
る
橋
は
、
久
保
清
詰
線
の
三

島
橋
と
川
口
線
の
広
瀬
橋
１
号
橋
が
あ

る
。
三
島
橋
は
、
当
初
か
ら
計
画
重
量

が
４
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
破
損
し
て

い
る
国
道
側
の
看
板
は
、
早
期
に
修
繕

し
た
い
。
広
瀬
橋
１
号
橋
は
、
60
ｍ
下

流
に
新
し
く
広
瀬
橋
が
か
か
っ
て
お
り
、

現
在
は
歩
道
橋
と
し
て
利
用
し
て
い
る

の
で
、
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
橋
は
、
当
初
の
機
能
以
下

で
の
重
量
制
限
は
行
っ
て
い
な
い
。
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愛 児 園 竹 の 子 川 柳 会鬼 北 句 会
夕
闇
に
四よ

葩ひ
ら

の
藍
の
溶
け
に
け
り   

大
川　
　

実

チ
リ
リ
ン
と
メ
ー
ル
届
く
や
半
夏
生 

毛
利　

知
子

七
夕
や
短
冊
は
み
出
る
子
の
願
い 

善
家　

信
景

立
て
付
け
を
直
す
襖
の
梅
雨
じ
め
り 
善
家　

三
代

囲
を
揺
ら
し
怒
り
露
わ
の
女
郎
蜘
蛛 
善
家　
　

章

名
水
や
青
葉
の
洞ほ

ら

を
湧
き
来
る 

 

上
甲　

正
志

順
礼
や
暑
さ
背
負
い
て
黙
々
と 

上
甲　

武
英

梅
雨
籠
り
廊
下
は
試
歩
の
場
と
な
り
ぬ 

松
本　

久
江

今
日
一
ト
日
雲
の
重
さ
よ
梅
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平成20年度北宇和高等学校開放講座のご案内
　北宇和高等学校生産食品科による開放講
座を下記の要領で実施します。日々の生活
の充実を図る生涯学習の場として、気軽に
受講されますようご案内します。

主　　催　　愛媛県立北宇和高等学校
場　　所　　鬼北町近永942
　　　　　　北宇和高等学校　校内
参加資格　　小中学生を含む、一般参加者
受　講　料　　 受講料は無料、材料費は当日

徴収（１回あたり最高500円
程度）

申込方法　　 電話にて住所・氏名・電話番
号をお知らせください。

締　　切　　各講座実施３日前まで
　　　　　　先着20人程度　　　　

講座内容

講座
番号 期　日 実施時間 実施内容 会　場

１ ８/２㈯ 9:00 ～
11:30

コメパン
製造実習

食化教棟
１階

２ ８/６㈬ 9:00 ～
11:30

コ メ マ ド
レーヌ製造
実習

食化教棟
１階

３ ８/９㈯ 9:00 ～
11:30

コメ粉雉肉ま
ん製造実習

食化教棟
１階

４ ８/16㈯ 9:00 ～
11:30

カルミン
製造実習

食化教棟
１階

５ ８/17㈰ 9:00 ～
11:30

大豆あん
製造実習

食化教棟
１階

申　込　先　北宇和高等学校生産食品科
　　　　　担当　冨永・鹿島　☎45-1241
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　愛治地区出身者の「愛治と仲間
をこよなく愛す者」で構成する「愛
治会」（三井英光会長）は今や会
員総数104名を擁しています。
　６月８日に38名が出席し第28回
総会を開催しました。総会ですか
ら、“ちいとは格好つけんといけ
ん”と、型どおり会長挨拶・会計
報告等を行い、生田の松廣武雄さ
んのご発声で乾杯し懇親会スター
ト。今年は鬼北町が誇る「愛治ち
んどんクラブ」にお出でいただき、
これまでにないにぎやかな総会と
なり大いに盛り上がりました。

ちんどん登場

　チンチンドンドンの鐘太鼓とと
もにドーラン塗りたくったちんど
んクラブの入場です。見事？な変
身振りでどこの誰かまるで判らな
い。そこでちんどんクラブ会長の
久保田正敏さん司会で一人ずつ自
己紹介。
「生田の○○の息子で□□です。」
「畔屋の○○の娘で□□です。」
長老某氏「誰かの息子とか娘と
言っとったが親父の名前では判ら
ん、爺さんの名前ならなあ…」
に会場大爆笑。何しろ長老は80歳
を越しておられまして。
　いよいよメーンイベントの大宴
会です。
「おう元気だったかあ？」

「お前もまだ生きとったか」
「痛風はどうだ？」
「酒やめてまで治そうと思わん！」
「お孫さん幾つになられました？」
「もう大学生で全然松山に帰りま
せん」
　ワイワイガヤガヤと遠慮ない会
話が弾み、飲みかつ食べていた会
場が、演奏開始とともに一瞬シー
ンと静まり、ビールを持つ手がピ
タッと止まったではありません
か。赤・青・黄色に金色まで加え
たド派手な衣装にも度肝を抜かれ
ましたが、想像をはるかに超えた
名演奏の迫力に圧倒され、好きな
酒さえも忘れたのであります。最
初は席に座って行儀よく聴いてい
た会員もすぐに打ち解け、携帯片
手に急造カメラマンとなり会場を
走り回る。

さすが愛治の仲間

　演奏も終了近くになるとビール
片手にちんどんメンバーに近づ
き、「おばちゃん（？）上手いも
んだ、まあ一杯どうかな」
「まあ、でもまだ終わってないけ
ん、握手だけね」
「ほう、あんた清水かね。確かわ
しが青年の頃20代の美人だった。
親父さん達者かね？」
「だったは無いでしょう、今は違
うんかな」

なんて１コマもあり、会員もゲス
トもすっかり仲間になりました。

どじょうすくい登場

　エンディング曲「好きになった
人」の♪さようなら・さよなあら
元気でいてね、で終了かと思った
ら、久保田会長「本日は大変気分
がよいので番外でどじょうすくい
をご披露します」（拍手）
　さすがちんどんで鍛えた音感、足
に蛭が食いつく仕草・どじょうが手
から逃げる様子は言うに及ばず、ニ
コリともしないでの名演技に拍手の
嵐。素晴らしい演奏・演技があっと
いう間に過ぎた40分でした。
　２時間の総会が終わり、新会長
に高村俊文氏（清水）を選出し、
来年の再会を誓って、最後に集合
写真を撮りました。
　愛治ちんどんクラブの皆様あり
がとうございました。

（追伸）
　愛治会も結成以来28年にもな
り高齢化が進み、今や“絶滅危惧
種”に指定される寸前です。“ど
げんかせんといけん”と願ってお
りますので、愛治出身で松山周辺
にお住まいの方をご存知でした
ら、是非とも教えてください。
　代表幹事／岡田啓
　　　　　　（☎089-977-8187） 

愛治会総会（松山市）ご報告
～愛治ちんどんクラブ熱演～

▼愛治会と愛治ちんどんクラブの皆さん

読者からの
　　お便り
読者からの
　　お便り
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INFORMATION

街角ギャラリー『なんでも館』案内板 ８月は「電気使用安全月間」です！
　夏季は、皮膚の露出部分が多くなり、発汗により皮
膚がぬれて電気が通りやすくなります。また、疲労か
ら注意力が散漫になりがちで、感電などの電気事故は、
夏季（７月～９月）に集中して発生しています。
　そのため、８月を「電気使用安全月間」と定め、経済
産業省主唱のもと、電気使用安全の周知・啓発のため街
頭キャンペーン、電気安全講習会の開催、電気設備の点
検や不良設備の改修促進などの活動を行っています。
問い合わせ先　
　㈶四国電気保安協会南予事業部宇和島事業所
　☎25－5817

第９回未来に残そう
青い海・図画コンクール作品

　海上保安庁では、「未来に残
そう青い海」をテーマとした海
洋環境保全に関する図画を募
集します。
対象　宇和島市、西予市、鬼北
町、松野町、愛南町にお住まい
の小中学生
募集期間

　６月１日㈰～９月８日㈪
応募・問い合わせ先　

　〒798－0003　宇和島市住吉
町3丁目１－３　宇和島海上保
安部警備救難課☎22－1256

第５回えひめアビリンピック
（障害者技能競技大会）

日時　11月９日㈰10時30分～
15時
場所　松山市西垣生町2184　
独立行政法人雇用・能力開発機
構愛媛センター
競技種目　文書作成、表計算、
箱折、喫茶サービス
参加資格　身体障害者手帳ま
たは療育手帳（または判定書）
および精神障害者保健福祉手
帳を所持する者、平成20年４
月１日現在で満15歳以上の者

募集期間

　７月10日㈭～９月10日㈬
参加費　無料
問い合わせ先

　社団法人愛媛高齢・障害者雇
用支援協会☎089－943－6622

平成20年度危険物取扱者
試験（後期）・準備講習会

■試験
日時　10月26日㈰10時～
場所　県立吉田高等学校ほか
願書受付

　８月25日㈪～９月５日㈮
受験料　甲種5,000円、乙種
3,400円、丙種2,700円
■準備講習会
日時　９月26日㈮～ 27日㈯の
２日間　９時～ 16時
場所　宇和島地区広域事務組
合消防本部４階大会議室
受講料　会員6,300円、非会員
8,800円
テキスト代　法令1,400円、実
務1,400円、問題集1,400円
問い合わせ先　宇和島地区危
険物安全協会事務局☎22－7501

「国の教育ローン」のご案内

　高校、短大、大学、専修学校
等に入学、在学する費用を対象
とした融資制度で、全国で430
万人以上の方々にご利用いた
だいています。
ご融資額　学生１人あたり200
万円以内
利率　年2.25％（６月10日現在）
ご返済期間　10年以内
お知らせ　平成20年10月以降
は、ご利用いただける方の世帯
の年間収入（所得）の上限額が
引き下げになります。具体的に
は、子どもの人数に応じ、子ど
もの人数が１人の場合は、給与
所得者は790万円以内（事業所
得者は590万円以内）、子ども
の人数が２人以上の場合は、給
与所得は790万円に子どもの人
数１人あたり100万円ずつ加算
した金額（事業所得者の場合は
所得換算した金額）となります。
　詳しくは、国民生活金融公庫
宇和島支店（☎
22－4766）まで
お問い合わせ
ください。

■７月15日㈫～８月３日㈰
　　上甲　カズ子
　　 「ふくろうリース・絵画・クッキー・
ミニ盆栽・各種手芸品」

■８月５日㈫～８月24日㈰
　　入舩　佳代子
　　「写真・書」
■８月26日㈫～９月14日㈰
　　山木　富子
　　「木目込み人形・パッチワーク」
開館時間　10時～13時、14時～18時
場　　所　近永南町バス停前
入　館　料　無料　
問い合わせ先　鬼北町商工会☎45－0813

お 知 ら せ
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くらしの情報
募　　　集

広報きほく８月号の記事の中から問題を出しますので、広報をよく読んでクイズに挑戦してください！
全ての問題に正解した人の中から、抽選で３人に賞品を贈ります。

【問題１】アメリカの学校の夏休みの期間は？　①１カ月　②２カ月　③３カ月
【問題２】ナイターソフトボール大会で勝率が５割のチーム数は？　①３　②５　③７
【問題３】愛治会総会の終盤で愛治ちんどんクラブの久保田さんが見せた演芸は？
　　　　 ①手品　②皿回し　③どじょうすくい　
応募方法　�住所、氏名、電話番号、答え（記入例：問題１－③、問題２－①、問題３－②）、広報に対す

る感想・要望を書いて、ハガキ・e-mail・ＦＡＸのいずれかで応募してください。
応　募　先　〒798-1395　鬼北町大字近永800番地1　鬼北町役場総務課「広報クイズ」係　
　　　　　e-mail　webmaster@town.kihoku.ehime.jp　　FAX　45-1119
締　　切　平成20年８月22日㈮必着　※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

今月の賞品は　図書カード （500円分)　です！広報クイズ

放送大学10月入学生

　放送大学では、平成20年度
第２学期（10月入学）の学生
を募集しています。放送大学は
テレビなどの放送を利用して
授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・
自然科学など、幅広い分野を学
べます。
　出願期間は６月15日～８月
31日です。資料を無料で差し
上げています。お気軽に放送
大学愛媛学習センター（☎089
－923－8544）までご請求くださ
い。放送大学ホームページでも
受け付けています。

海上保安学校・
海上保安大学校学生

学校　昭和60年４月２日以降
に生まれた者
大学校　昭和63年４月２日以
降に生まれた者
共通事項　
① 高等学校を卒業した者およ
び平成21年３月までに高等
学校を卒業する見込みの者
② 中等教育学校を卒業した者

および平成21年３月までに
中等教育学校を卒業する見
込みの者
③ 高等専門学校の第３学年の
課程を修了した者および平
成21年３月までに高等専門
学校の第３学年の課程を修
了する見込みの者
④ その他大学入学資格検定に
合格した者等人事院が①、②
に掲げる者と同等の資格が
あると認める者
受付期間　

　学校　７月22日㈫～８月５日㈫
　大学校
　８月28日㈭～９月９日㈫

第１次試験日　
　学校　９月28日㈰　　　
　大学校　11月１日㈯・２日㈰
問い合わせ先

　宇和島海上保安部管理課
　☎22－1591

各　種　自　衛　官

■�二等陸・海・空士（男子・女子）
受験資格　18歳（高卒見込含）
以上27歳未満の人
受付期間

　８月１日㈮～９月10日㈬
試験日　男子９月20日㈯午後、
女子９月28日㈰・29日㈪のう
ち１日

■一般曹候補生
受験資格　18歳（高卒見込含）
以上27歳未満の人
受付期間

　８月１日㈮～９月10日㈬
１次試験日　９月20日㈯午前
※二等陸・海・空士と一般曹候
補生の両種目の受験が可能です。
■航空学生
受験資格　高卒（見込含）21
歳未満の人
受付期間

　８月１日㈮～９月７日㈰
１次試験日　９月23日㈫
問い合わせ先

　自衛隊宇和島地域事務所☎
32－4074または各市町募集事務
窓口

灯台絵画コンテスト

テーマ　灯台のある風景
応募資格　全国の小中学校に
在籍している児童・生徒
応募締切　９月12日㈮必着
応募先

　〒105-0001　東京都港区虎
ノ門1－3－6社団法人橙光会（☎
03－3501－1054）
　応募方法など詳しくは下記
までお問い合わせください。
問い合わせ先

　宇和島海上保安部☎22－1933
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まち のうごき
人口  ６月30日現在　（　）は前月比
総　数　　　１２，３０２人  　（＋　１）
男　性　　　　５，７２０人　  （＋　２）
女　性　　　　６，５８２人  　（－　１）
世帯数　　　　５，１５８世帯（＋　７）

ご寄付お礼
◎広見広楽荘へ
　 金子秀樹さん（宇和島市）／岡本恒善さん（松
野町）／浜田弘さん／古松大司さん（興野々）

◎ひろみ奈良の里へ
　松田公代さん（宇和島市）／兵頭サトキさん（大宿）
◎近永愛児園へ
　 兵頭千代美さん（宇和島市）／宮崎文尾さん（近
永）／日本基督教団近永教会／佐々木辰子さん
（近永）／大澤和希子さん（近永）
◎近永乳児院へ
　 日本基督教団近永教会／三好和子さん（松山市）
／高木美容室

◎勝山荘へ
　 上大野老人クラブ／田中好子さん（宇和島市）
／駄場洋子さん（父野川）／百合の会

◎鬼北町社会福祉協議会へ
　 二宮一典さん（出目）／久保田仁志さん（大宿）
／小川俊一さん（延川）／古松大司さん（興野々）
／川平明生さん（父野川下）／清家順一さん（大
阪府）／井上菊一さん（上川）／兵頭サトキさ
ん（大宿）／松浦正美さん（小松）／九良泰介
さん（奈良）／清家要さん（生田）／松下正寿
さん（内深田）

◎愛治診療所へ
　久保田季さん（大宿）

お詫びと訂正
広報きほく６月号および７月号に誤りがあり
ました。お詫びし、訂正いたします。
◎６月号P15　近永愛児園竹の子川柳会
　（誤）桜田博耶さん　
　（正）櫻田博耶さん
◎７月号P12　TOWNNEWS
　（誤）広見ミニバスクラブ
　（正）近永スポーツ少年団

ひょうたんプール開園
期　間　７月19日㈯～８月31日㈰
時　間　９時30分～ 17時
対象者　幼児および小学生
使用料　無料
休園日　毎週火曜日
　　　　 気象警報（波浪警報は除く）が発表

されたとき
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８月町民カレンダー
□犬＝犬・ねこ引取日（環境保全課・愛治・三島連絡所・日吉支所）
□ペ＝ペットボトル回収日　□古＝古紙回収日
□英＝クリスの英会話教室（中央公民館視聴覚室）
□教＝教育相談☎20-6010 ／中央公民館2階会議室
□人＝人権・心配ごと・行政相談
　　（広見地区：鬼北総合福祉センター／日吉地区：日吉住民センター）　

ＦＲＩ ＳＡＴ
１ ２

□ペ  近永・泉

ＳＵＮ ＭＯＮ ＴＵＥ ＷＥＤ ＴＨＵ
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

■ 広見川上り駅伝
大会10時～
■ 上大野川まつり
10時～　

□英 19時～ 21時
■ 親子教室

□犬 □ペ  好藤・愛治・
　　三島

□教 ９時～ 17時
□古 近永 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６
□英 19時～ 21時
■ 近永地区（19時
30分～）、好藤地
区・愛治地区納
涼大会（19時～）

□犬 
□ペ  日吉
■ 泉地区納涼大会
19時～
■ 武左衛門ふる里ま
つり17時～

□ペ  近永・泉
■三島地区納涼大
会19時～

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
□英 19時～ 21時
□人  広見10時～
　 日吉9時～

□犬 □ペ  好藤・愛治・
　　三島

□古 三島・日吉

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
■ 六地蔵奉納相撲
大会16時～

□犬 
□ペ  日吉

３１

休日当番医 掲載後、変更になる場合があります。
最新の情報は保健福祉課へお問い合わせください。

■８月３日（日） 山下小児科 ☎23-0055

鎌野病院 ☎24-6611 あべ医院 ☎32-2616

和霊町松浦内科 ☎23-1510 ■８月24日（日）

やくしじこどもクリニック ☎24-1386 岩城整形外科医院 ☎24-6211

溜尾整形外科医院 ☎52-3133 宇都宮内科胃腸科 ☎25-7228

■８月10日（日） こばやし小児科 ☎23-1150

宍戸脳神経クリニック ☎22-0597 口羽外科胃腸科医院 ☎32-5000

松澤循環器科内科 ☎25-5858 ■８月31日（日）

こおり小児科 ☎24-5633 友松外科・胃腸科 ☎22-0410

橋本内科クリニック ☎52-0808 わたなべハートクリニック ☎25-1717

■８月17日（日） やくしじこどもクリニック ☎24-1386

上田外科 ☎25-0100 永井内科医院 ☎32-6688

笹岡内科 ☎24-3886

保健だより
健康診断・がん検診

●８月27日㈬
　愛治公民館 ７：30～11：00
●８月28日㈭
　愛治公民館 ７：30～11：00
●８月29日㈮
　下本村集会所 ９：30～11：00
　上大野集会所 13：00～14：00

心の健康相談日

日時　８月22日㈮　10時～14時
場所　わかば作業所（小倉保育所前）
内容　 認知症、うつ病、思春期に関

する悩みなどの相談を受け付
けます。
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写真／柳野治示氏

鬼
ふる

北
さと

の風景　№13

泉が森（標高755.2m）のふもと
に位置する牛野川集落。集落
から泉が森山頂まで町道が整
備されており、山頂では宇和島
市を一望できる素晴らしい景観
を楽しむことができます。
（写真は①牛野川の棚田②町
道脇にある庭園③大本神社か
らの風景④牛野川の名水）

農業に奮闘中！
　野菜づくりに励む中本誉さん・理沙さんご夫妻。
兵庫県から父野川に移住した中本さんは、６月１日
から鬼北町農業公社の研修生として農業を勉強され
ています。

（写真／山崎武雄氏）

固い絆で優勝つかむ！
　６月29日、鬼北総合公園体育館で行われた町
ＰＴＡ連合会レクバレー大会で優勝した日吉中
学校男子チームを囲む女子チームと日吉小学校
チームの皆さんです。
　今年は、スカイブルーのユニフォームを新調
して試合に臨み、決勝戦では、日吉地区の他の
チームからの応援もあり、相手を圧倒しました。
　日吉地区の学校の優勝は初めてで、盛り上がっ
た楽しい梅雨の１日となりました。

① ②

③ ④

◎地域の話題 　読者の方から提供のあった話題を紹介します。




